
🌸SDGs坂戸ふれあい食堂🌸

2024年２月１日

SDGs坂戸ふれあい食堂 伊藤暁子

オープン２年目、
月10回開催継続実現

～行けば誰かがいる
楽しく過ごせる～



～支え合いの地域を

目指して～

事業の目的 居場所作り
行けば誰かがいる。楽しく過ごせる居場所
を作り、子育て家庭、高齢者の支え手とな
り、社会的孤立ををなくしていく。

地域の活性化
おいしい食事を通じて人と人がつながり、
世代間を超えたふれあいを目指し、地域交
流を活性化していく。

ＳＤＧ‘ｓ
空き家ロスや食品ロスなどを活用する。学
習支援も行い、経済格差、教育格差をなく
し若者と子育て世代の支え手となる。
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ふれあい食堂
月10会開催

イベント
お節句、ひな祭り、こ
どもの日、夏祭り、ハ
ロウイン、クリスマス
学習支援

随時
フードパントリー

月1回
ふれあいサロン



ふれあい子ども食堂

•今調理ボランティアさんは10人くらいいて交代で食事
作っています。

•朝10時から3時まで、寄付いただいた米、野菜、魚で知
恵をしぼって美味しい昼食を作っています。

•学生さんから主婦まで楽しく食事作りしています。

•当日食事１食がボランティアの

報酬です。



➢料金
・小学生未満 無料
・小学生 ２００円
・中学生 ２５０円
・大人 ５００円 （同
同伴した大人は半額です。

食堂オープン日
（曜日） 木曜日・金曜日 第２・第４土曜日
（時間） 12:00～15:00
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協働関係課との連携内容

こども支援課

＊ 学習支援教室との連携。情報交換会開催により坂戸市こども食堂5団体のネット

ワーク、野菜農家に対して全食堂への提供実現。

＊子ども食堂開催ビラやフードパントリー開催ビラのお知らせ。坂戸広報への掲載。等

の広報活動

＊地域の大学生や看護学校とのつながりにより、調理実習の場としても活用

＊各企業や農家等のつながり紹介から食糧支援・生活用品等・米・野菜の提供。

市民生活課 ・関係資料等の作成及び経営等の助言、市行政とのつながり等

社会福祉協議会 ・はんどtoはんどへの掲載等・フードドライブ支援・福祉のひろばバザー参加・夏講習イベント

自立生活サポートセンター ・フードパントリー、Web関係等、問題解決への支援



＊成果及び効果＊

＊学習支援教室とのつながりから子ども食堂の利用。不登校
の学習相談。
＊開催ビラのお知らせにより生活困難家庭とのつながり
＊地域の大学生などの支援によりイベント開催や交流が深まっ
ている。
＊はんどtoハンド掲載や、坂戸広報掲載により支援者が増え
た。月10日間の開催継続により食堂への訪問者が多くなった。
＊企業や農家のフードドライブ支援により食堂の料理の充実と
経営援助。安価に料理提供ができている。
＊幼児から高齢者まで食事を通じて交流ができた。



フードパントリーを月1回継続！

１年フードパントリー継続により、当初危ぶ
まれた物資の継続については徐々に認知度が高
まり、米、野菜など途切れることなく配布でき
るようになった。
夏の暑さには食料の保存などに非常に困難が
ともなった。
今常設のフードパントリーになり、緊急の生
活支援にも対応できるようになりました。
フードドライブとしてこども支援課、市関係、
社協関係、ＪＡ、個人農園、明治製菓、埼玉り
そな銀行その他の支援により今後も継続
していきます。
一生懸命に働いても
食べていけないという
現実に今後もスタッフ
一同支援継続
していきます。

開始より１年たちまし
た
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 SDGs坂戸ふれあい食堂 

第 12回フードパントリー 

                    

 

•  米（白米、玄米、アルファ化米など）  

•  粉ミルク、離乳食、おむつ  

•  缶詰、レトルト食品、インスタント食品  

•  野菜（根菜類） ・菓子類・のり、ふりかけ  

•  調味料（しょうゆ、食用油） ・洗剤等  

※食品については、未開封・常温保存  

可能で賞味期限が 1 ヶ月以上のもの  
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提供していただきたい物    随時受付 

日時：11 月 26 日（日） 

時間：11：00～15：00 

場所：SDGs坂戸ふれあい食堂 

住所：坂戸市清水町 25-9番地 

電話：090-8682-0492 
 

＊坂戸市内に在住する方 

＊生活支援が必要な子育て

世帯の方等 

 

対 象 者 

連絡先℡：090-8682-0492 
ｍａｉｌ：sakado.fureai@gmail.com 

 食堂事務局責任者  伊藤 暁子 

＊駐車場はありません 

⋆食料品等を無償で

お配りします。 

共催：NPO法人ワーカーズコープ 



～地域課題の解決を

目指して～

課題と改善点
維持費の確保
物価の高騰で、光熱費などが負担増になっ
ている。利用者の負担増にならないように支
援者や協力企業を開拓。助成金申請やバ
ザー開催により資金獲得。

ボランティアの活用
主として料理自慢の方々を中心とし近隣の
農家さんの食材の提供。趣味や、特技を生
かした支援に支えられている。地域の大学
生、若者に積極的に応援してもらう。

ITの活用
LINEやインスタグラムを宣伝活動として利用
しているが、まだ活用不十分であるので
今後は、更なる活用と予約機能などの利便
性を向上させ、利用しやすい環境づくりをし
ていく。ホームページ開設にこぎ着けた。
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ふれあいサロン 
～体操・おしゃべりで 

いつまでも元気に！～ 

 
🌟開催日:毎月第 1・第 3木曜日 

🌞時 間：10：00～11：30 

🌙場 所：SDGsふれあい食堂 

🏠住 所：清水町 25-9 

 
＊木曜日は食堂も開催しております。 
（12：00～15：00） 
召し上がることも出来ます。 
お食事 500円 コーヒー付き 600円 

参加費：200円 

この写真 の作成者 不明な作成者 は CC 

【問い合わせ・連絡先】 

SDGsふれあい食堂 

☎ 090-8682-0492 

11月のサロンは 2日（木）・16日（木） 

地域の要望で
5月にふれあい
サロンが立ち上
がりました！

月2回ですがどんどん来たい方が増
えています❣

サロンの後はランチ
を食べて帰るのが楽しみ‼
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 SDGs坂戸ふれあい食堂 

フードパントリー 

子ども食堂 
                    

日時：12 月24 日（日） 

時間：11：00～15：00 

場所：SDGs坂戸ふれあい食堂 

住所：坂戸市清水町 25-9番地 

電話：090-8682-0492 
 

フードパントリーは⋆食料品 

を無償でお配りします。 

連絡先℡：090-8682-0492 
ｍａｉｌ：sakado.fureai@gmail.com 
食堂事務局責任者  伊藤 暁子 
坂戸市清水町 25-9 

＊駐車場はありません 

共催：ワーカーズコープ 

 

子ども食堂は無料です。 

団体名：SDGs坂戸ふれあい食堂

（収　入）

区　　分 決算額（円） 説　　　　明

補助金 100,000 坂戸市提案型協働事業補助金

補助金 100,000 埼玉県社会福祉協議会ひまわり基金

賛助会費 50,000 50人×1,000円

料金収入 280,000

合　　計 530,000

（支　出）

区　　分 決算額（円） 説　　　　明

場所代 100,000 1カ月2万円×5カ月（ふれあい食堂）

保険、団体加入 8,500 ボランティア保険等

材料費（食材） 200,000 250円×16人（利用者10人＋ボランティア

６人）×10回×5カ月

需用費 60,000 看板、チラシ、ポスター、印刷費等

光熱水費 100,000 電気、ガス、水道等２万×５カ月（ふれあ

い食堂）

合　　計 468,500

坂戸市提案型協働事業収支決算書（12月末現在）

※区分欄は、記載例を参考に記載してください。

※説明欄には、詳細を記入してください。

※その他経費については、具体的な名称を区分欄に記載するとともに、詳細を

説明欄に記入してください。

大人：500円×10人×８回×５カ月

子供：200円×10人×８回×５カ月



ご清聴ありがとうございました！

埼玉県子ども食堂ネットワークに加盟し、運営の指
導や食材の支援を受けることで継続が可能になってい
る。埼玉県としても子ども食堂への支援を強めている。


